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１．研究の目的と背景
　地域における子育て支援活動が広がってい
る。今日の子育て家庭が置かれている状況を考
えると、子どもの育ちを支え、親の子育てを支
える活動が必要不可欠な時代となっている。地
域の子育て支援の担い手たちは自助・共助・公
助それぞれの立場で役割を果たしながら、子育
て家庭に受容的、共感的なコミュニティ形成に
取り組んでいる。
　特に「共助」にあたる市民による子育て支援
活動が、子育て家庭に受容的、共感的な地域社
会づくりの一翼を担っている。福・梅野（2008）
は、市民による子育て支援活動の効果について、
①子どもを中心に、多世代が集まる場として機
能することができる、②子ども支援について、
予防的実践から機関協働実践までの広範囲な役
割を果たしていることを指摘している。筆者ら
は、地域子育て支援の一つとして、親が子ども
と離れる機会をもつ「一時預かり」を取り上げ、
子育て中の親に対する効果を示した（角張・小
池，2009）。その担い手の一つである「保育グ
ループ」に焦点をあて、グループを成立させる
構成要素について明らかにした（小池・角張，
2013）。構成要素を示したことは、新たな保育
グループの設立に必要な要素を示すことにつな
がっている。
　しかしながら、市民活動は設立された後、活
動の継続が求められる。筆者らは、保育グルー
プを対象とした研修会に講師として話を聞く機
会があったが、それぞれのグループが、グルー
プを立ち上げた後の運営上の悩みや課題を抱え
ていた。
　先行研究からも同様のことが指摘されてい
る。特定非営利活動法人ＮＰＯ事業サポートセ
ンターによる調査（2004）では、子育て支援を
行うＮＰＯ団体の当面している課題として「活
動内容の充実」、「活動資源の確保」、「活動ノー
ハウの充実」、「スタッフの拡充」が挙げられて
いる。子育て支援の社会資源として立ち上がっ
た「保育グループ」が同様の課題を抱え、運営
に行き詰まりを感じたり、活動の中止を余儀な
くされたりすることになれば、子育て環境の後
退にもつながりかねない。「保育グループ」の
設立が進められることと同時に、設立されたグ
ループの運営が保証されることで「保育グルー
プ」が子育て支援における社会資源として機能
することが可能となる。
　そこで本研究では以下の２点の内容を明らか
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にすることを目的とする。１点目は「保育グルー
プ」の運営の現状である。立ち上がった各グルー
プの代表が、その組織を維持するためにどのよ
うな運営と配慮を行っているかを明らかにす
る。２点目として、その運営を維持することの
課題を明らかにすることである。この２点を明
らかにすることで、地域で活動する「保育グルー
プ」の運営が保証され、子育て支援の社会資源
として機能し続けることが可能となる。その結
果、子育て中の地域住民にとっては「一人の親
として保育を利用し、リフレッシュをしてもい
い」、「子どもの保育をしてくれることで、自ら
の学びの機会を支えてくれる人がいる」といっ
た「子育てに受容的・共感的な地域社会」との
認識につなぐことができるのである。
２．研究方法
（１）調査対象および実施方法
　調査対象は、Ａ県内で活動する保育グループ
である。Ａ県では、女性の自立等、男女共同参
画の視点から、Ａ県内で活動する「保育グルー
プ」の養成に努めてきた。その中核をＡ県女性
財団が担っており、保育者の養成、既存の保育
グループ間の連携、共同での研修会を行ってい
る。女性財団に登録し、活動を展開している
23 グループに対し、調査協力の依頼を調査実
施前に行ったところ、９グループから承諾を得
ることができた。９グループの代表者に運営・
管理に関する調査票を送付し、すべてのグルー
プから回収を得ることができた。
（２）調査の実施方法
　調査協力を受託した保育グループに対し、
郵送による配布、回収を行った。調査期間は
2011 年 10 月の１か月である。
　調査項目は、「保育グループについて」、「保
育について」、「保育者間の交流、研修について」、
「保育グループの運営について」の４点から構
成されている。調査内容の詳細は表１の通りで
ある。本研究では「保育者間の交流・研修につ
いて」及び「保育グループの運営について」の
調査結果から「保育グループ」運営の現状と課
題について検討を行う。なお、「保育グループ
について」及び「保育について」の調査結果は、
小池・角張（2013）にまとめているため、参照
されたい。
（３）倫理的配慮
　収集したデータについては、統計的に処理を
行い、結果の公表に際して「保育グループ」が
特定されることのないよう十分配慮した。また、
上記のような配慮を行う旨を調査依頼文書に明
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記した。なお、本研究については、筆者らが所
属する機関が有する倫理委員会の審査を受け承
認を得ている（2011.9.14 承認）。
３．結果と考察
（１）「保育グループ」の基本的属性
　調査対象となった９グループの基本的属性は
以下の通りである。
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（２）保育者の交流・研修について
　①交流の有無と具体的内容
　保育者同士の交流の有無について尋ねている。
結果、すべての団体で何らかの形で交流する機
会を設けていた。具体的な内容は表３の通りで
ある。交流の機会として定例会をあげている。
定例会では、保育の打ち合わせや振り返りが行
われており、日頃は依頼に基づいて個々に保育
を行っている保育者が一堂に会する機会となっ
ている。定例会を行っていない１グループも、
他の形での交流を行っており、保育者同士が交
わる機会を整えていた。また、保育者間の親睦
を進めるような企画を盛り込んでいるグループ
は９グループ中５グループとなっている。
　上記の結果より、保育グループでは交流を「保
育に関する情報共有・交換の場」として活用し
ていること及び「保育者同士の親睦を深める」
機会として活用していることがわかる。一つの
組織として活動を継続していくためには、メン
バー間の情報共有は欠かせない。直接関わらな
い保育であっても、保育を行った際にあった出
来事やどのような団体や組織からどのような保
育依頼を受けているのかをメンバー全体で共有
することで、組織としての連携を保つことが可
能であり、また保育を依頼する側からも内部で
の連携ができている団体として受けとめてもら
うことにもつながっていく。
　また、同じグループに所属する者として互い
の理解を深めるような交流会も大切にしている
ことがわかった。会食等を通して、保育者同士
の理解を深めていくことも、組織としての一体
感を高めることにつながるといえる。
　②保育者研修の実施状況
　保育グループにとって、その担い手の核とな
る保育者の資質向上は活動の継続に欠かせな
い。2008 年度～ 2010 年度の３カ年における保
育者研修について調査を行った。
　調査対象となった９グループのうち、６グ
ループから回答があった。回答のあった６グ
ループの中で、自主研修を実施しているのは１
グループであり、他の５グループについては、
女性財団等、他組織で実施される研修に参加し
ていた。
　調査対象時期となった３カ年で研修を実施し
た回数は多いグループで８回、少ないグループ
で２回となっている。最も回数が多かったグルー
プは、他組織が実施する研修に積極的に参加し
ていることと自主研修の両方を行っていた。
　次に受講している研修内容についてである。
本研究の対象は上述のように女性財団が把握し
ている保育グループのため、財団主催の研修会
に参加しているグループが比較的多く、６グ
ループのうち４グループであった。他の２グ
ループは、自主研修のみのグループ、他組織に
よる研修に出席しているグループが各１グルー
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プとなっている。
　調査対象時期に女性財団が行った研修会およ
び交流会は表４の通りである。その他の組織が
実施した研修内容では、「手作りおもちゃ」、「救
急法」、「けがや事故時の対応」、「障がいのある
子の理解」があった。
　研修は、保育者の資質向上に欠かせない。「保
育グループ」の保育者は有資格の有無を問わず
に活動を行っている。その分、一般的に保育に
必要な知識や技術（子どもの発達や関わり方等）
に加えて、一時預かりといった「初めての子ど
も」を「初めての場所」で預かるという、保育
所等とは違った保育の知識等についても必要で
ある。また「保育グループ」が提供する保育が
親にとって初めての保育経験となる場合もあ
る。そのため、「保育グループ」の保育で、親
が保育を利用することに安心感や信頼感を持つ
ことができなければ、その後の一時保育利用に
つながらない場合もあり、その結果、積極的な
子育て支援サービスの利用が妨げられることも
考えられる。
　各「保育グループ」は、自らが行っている保
育の意義について、十分認識しており、研修の
充実を図っている。しかし、いずれのグループ
も小規模な団体であり、独自の研修を積極的に
行うことは難しいことが調査結果からも明らか
である。そのため、女性財団のように、グルー
プ全体に研修を行う体制を組んでいることは間
接的な子育て支援として重要なことである。
　「保育グループ」の代表として、今後保育者
に受講してほしい研修内容３つを選んでもらっ
た。結果は表５のとおりである。「保育者に求
められていること」、「最近の子育てを取り巻く
環境」が上位となっている。
　「保育グループ」の代表として、保育者に「そ
の役割」を理解してほしいと願っていることが
わかる。「保育グループ」が提供している「保育」
の意義は地域における子育て支援の社会資源と
して機能することである。筆者らの研究（小池・
角張、2013）によれば、「保育グループ」の立
ち上げの目的として「子育て中の親の社会参加
を支えたい」を対象となったすべてのグループ
が掲げていた。保育者に求められていることは、
この目的をいかに達成していくかである。子育
て中の親の社会参加を可能とするためには、子
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Ꮚ䛹䜒䛾೺ᗣ 㻜 㻜
䛚䜒䛱䜓䜔⤮ᮏ䛾㑅䜃᪉ 㻜 㻜
䛭䛾௚ 㻜 㻜
⾲䠒䚷ಖ⫱⪅䛾㈨㉁ྥୖ䛾䛯䜑䛻ᚰ䛜䛡䛶䛔䜛䛣䛸䚸ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䜛䛣䛸
ỽἘἆἼ ᛆ࢘ẴỦᚡᡓ
ಖ⫱䜢⾜䛳䛯
ᚋ䛾᣺䜚㏉
䜚
䞉ಖ⫱⪅䛸䛧䛶䛾ᚰᵓ䛘䜢ᖖ䛻⧞䜚㏉䛧䚸ヰ䛧ྜ䛳䛶䛔䜛䚹
䞉ᐃ౛఍䛻䛚䛔䛶䚸䜂䛸䛴䜂䛸䛴䛾ಖ⫱䛾཯┬䚸ၥ㢟➼䜢ヰ䛧ྜ䛖䚹
䞉ಖ⫱⤊஢ᚋ཯┬఍䜢⾜䛔䚸ಖ⫱グ㘓䛸䛧䛶ṧ䛧䚸ᐃ౛఍䛷඲ဨ䛷ඹ㏻⌮ゎ䛩
䜛䚹
䞉౛఍᪥䛻཯┬䠄ಖ⫱䠅䛸ヰ䛧ྜ䛔䠄ಖ⫱䛻䛴䛔䛶䠅
䜾䝹䞊䝥䛸䛧
䛶䚸䝏䞊䝮䛸
䛧䛶䛾άື
䛷䛒䜛䛣䛸䛾
ព㆑໬
䞉୍ே䜂䛸䜚䛜ᢸᙜ䜢ᣢ䛱䚸඲ဨ䛜䜾䝹䞊䝥䜢ᢸ䛳䛶䛔䜛䚹
䞉ಖ⫱⪅ྠኈ䛜䜘䛟䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢䛸䜚䜘䛟ヰ䛧ྜ䛖䛣䛸ಶேุ᩿䜢䛧䛺䛔䚹
䞉ಙ㢗㛵ಀ䜢⠏䛟䛯䜑䛻㢼㏻䛧䜢Ⰻ䛟䛩䜛஦䚸ᵝ䚻䛺䝞䜲䜰䝇䛻Ẽ䛜䛴䛟஦䚹
䞉䝏䞊䝮䛸䛧䛶ಖ⫱䜢⾜䛖䛯䜑䛻䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢ྲྀ䜚ྜ䛔᫂䜛䛟ᴦ䛧䛟ຓ䛡ྜ
䛔䚸Ᏻᚰ䛧䛶䜒䜙䛘䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉ಖ⫱୰䛿䚸䜾䝹䞊䝥䛾䝯䞁䝞䞊䛸䛔䛖䛣䛸䜢ᛀ䜜䛺䛔䛷⾜ື䛧䛶䜒䜙䛖䚹ఱ䛛䜟䛛
䜙䛺䛔䛸䛝䛺䛹䛿୍ே䛷ุ᩿䛧䛶⾜ື䜢䛧䛺䛔䛸䛔䛖䛣䛸䛸䚸䛛䛺䜙䛪ㄡ䛛䛸┦ㄯ䛧
䛶䛛䜙⾜ື䜢䛸䜛䜘䛖ᚰ䛜䛡䛶䛔䜛䚹
䞉䜾䝹䞊䝥䛜ᣢ䛴䜲䝯䞊䝆䜢኱ษ䛻䛧䛯䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛䚹
◊ಟ➼Ꮫ䜆
ᶵ఍䜈䛾✚
ᴟⓗཧຍ
䞉䝭䝙◊ಟ఍䜒䜅䛟䜑䚸⮬ศ䛯䛱䛾䝇䜻䝹䜰䝑䝥䜢ᅗ䛳䛶䛔䜛
䞉ಖ⫱䛻㛵䛩䜛ㅮ₇➼䛻✚ᴟⓗ䛻ཧຍ䛩䜛
䞉ᖺ䠎ᅇ⾜䜟䜜䜛ዪᛶ㈈ᅋ୺ദ䛾◊ಟ఍䜔䜾䝹䞊䝥ྠኈ䛾஺ὶ఍䛺䛹䛻ྍ⬟䛺
㝈䜚ཧຍ䛩䜛䜘䛖ᚰ䛜䛡䛶䜒䜙䛖䚹
ᕷẸάື䛸
䛧䛶䜟䛝䜎䛘
䜛
䞉ලయⓗ䛻䚸䜔䛳䛶䛿䛔䛡䛺䛔䛣䛸䚸䠄䛯䛸䛘䜀䚸⫱ඣ┦ㄯ䛥䜜䛯ሙྜ䛿䚸⚾䛯䛱䛿
ᑓ㛛䛻⩦䛳䛶䛔䜛䜟䛡䛷䛺䛔䛾䛷⟅䛘䛶䛿䛔䛡䛺䛔䚹䠅⾜ᨻ䛾䛧䛛䜛䜉䛝┦ㄯᐊ
䜢⤂௓䛩䜛䛺䛹䚸୍᫬ಖ⫱䛾ᙺ๭䜢☜ㄆ䛧䛶䛔䜛䚹
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࡚ ࠸ ࡃ ࠋ  
 ࡲ ࡓ ࠊྠ ࡌ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡟ ᡤ ᒓ ࡍ ࡿ ⪅ ࡜ ࡋ ࡚
஫ ࠸ ࡢ ⌮ ゎ ࢆ ῝ ࡵ ࡿ ࡼ ࠺ ࡞ ஺ ὶ ఍ ࡶ ኱ ษ
࡟ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ࢃ ࠿ ࡗ ࡓ ࠋ఍ 㣗 ➼ ࢆ ㏻ ࡋ
࡚ ࠊಖ ⫱ ⪅ ྠ ኈ ࡢ ⌮ ゎ ࢆ ῝ ࡵ ࡚ ࠸ ࡃ ࡇ ࡜ ࡶ
ࠊ⤌ ⧊ ࡜ ࡋ ࡚ ࡢ ୍ య ឤ ࢆ 㧗 ࡵ ࡿ ࡇ ࡜ ࡟ ࡘ ࡞
ࡀ ࡿ ࡜ ࠸ ࠼ ࡿ ࠋ  
 ղ ಖ ⫱ ⪅ ◊ ಟ ࡢ ᐇ ᪋ ≧ ἣ 
 ಖ ⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡟ ࡜ ࡗ ࡚ ࠊ ࡑ ࡢ ᢸ ࠸ ᡭ ࡢ
᰾ ࡜ ࡞ ࡿ ಖ ⫱ ⪅ ࡢ ㈨ ㉁ ྥ ୖ ࡣ ά ື ࡢ ⥅ ⥆
࡟ Ḟ ࠿ ࡏ ࡞ ࠸ ࠋ2 0 0 8 ᖺ ᗘ 㹼 2 0 1 0 ᖺ ᗘ ࡢ 㸱
࢝ ᖺ ࡟ ࠾ ࡅ ࡿ ಖ ⫱ ⪅ ◊ ಟ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ ㄪ ᰝ ࢆ
⾜ ࡗ ࡓ ࠋ 
 ㄪ ᰝ ᑐ ㇟ ࡜ ࡞ ࡗ ࡓ 㸷 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡢ ࠺ ࡕ ࠊ
㸴 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠿ ࡽ ᅇ ⟅ ࡀ ࠶ ࡗ ࡓ ࠋ ᅇ ⟅ ࡢ ࠶
ࡗ ࡓ 㸴 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡢ ୰ ࡛ ࠊ ⮬ ୺ ◊ ಟ ࢆ ᐇ ᪋
ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ࡢ ࡣ 㸯 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡛ ࠶ ࡾ ࠊ ௚ ࡢ 㸳
ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ ࡣ ࠊ ዪ ᛶ ㈈ ᅋ ➼ ࠊ ௚ ⤌
⧊ ࡛ ᐇ ᪋ ࡉ ࢀ ࡿ ◊ ಟ ࡟ ཧ ຍ ࡋ ࡚ ࠸ ࡓ ࠋ  
 ㄪ ᰝ ᑐ ㇟ ᫬ ᮇ ࡜ ࡞ ࡗ ࡓ 㸱 ࢝ ᖺ ࡛ ◊ ಟ ࢆ
ᐇ ᪋ ࡋ ࡓ ᅇ ᩘ ࡣ ከ ࠸ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡛ 㸶 ᅇ ࠊ ᑡ
࡞ ࠸ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡛ 㸰 ᅇ ࡜ ࡞ ࡗ ࡚ ࠸ ࡿ ࠋ ᭱ ࡶ
ᅇ ᩘ ࡀ ከ ࠿ ࡗ ࡓ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡣ ࠊ ௚ ⤌ ⧊ ࡀ ᐇ
᪋ ࡍ ࡿ ◊ ಟ ࡟ ✚ ᴟ ⓗ ࡟ ཧ ຍ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ࡇ ࡜
࡜ ⮬ ୺ ◊ ಟ ࡢ ୧ ᪉ ࢆ ⾜ ࡗ ࡚ ࠸ ࡓ ࠋ 
 ḟ ࡟ ཷ ㅮ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ◊ ಟ ෆ ᐜ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ ࡛
࠶ ࡿ ࠋ ᮏ ◊ ✲ ࡢ ᑐ ㇟ ࡣ ୖ ㏙ ࡢ ࡼ ࠺ ࡟ ዪ ᛶ
㈈ ᅋ ࡀ ᢕ ᥱ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ಖ ⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡢ ࡓ
ࡵ ࠊ ㈈ ᅋ ୺ ദ ࡢ ◊ ಟ ఍ ࡟ ཧ ຍ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ࢢ
ࣝ ࣮ ࣉ ࡀ ẚ ㍑ ⓗ ከ ࡃ ࠊ 㸴 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡢ ࠺ ࡕ
㸲 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡛ ࠶ ࡗ ࡓ ࠋ௚ ࡢ 㸰 ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡣ ࠊ
⮬ ୺ ◊ ಟ ࡢ ࡳ ࡢ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠊ ௚ ⤌ ⧊ ࡟ ࡼ ࡿ
◊ ಟ ࡟ ฟ ᖍ ࡋ ࡚ ࠸ ࡿ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡀ ྛ 㸯 ࢢ ࣝ
࣮ ࣉ ࡜ ࡞ ࡗ ࡚ ࠸ ࡿ ࠋ  
 ㄪ ᰝ ᑐ ㇟ ᫬ ᮇ ࡟ ዪ ᛶ ㈈ ᅋ ࡀ ⾜ ࡗ ࡓ ◊ ಟ
఍ ࠾ ࡼ ࡧ ஺ ὶ ఍ ࡣ ⾲ 㸲 ࡢ ㏻ ࡾ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ ࡑ
ࡢ ௚ ࡢ ⤌ ⧊ ࡀ ᐇ ᪋ ࡋ ࡓ ◊ ಟ ෆ ᐜ ࡛ ࡣ ࠊ
ࠕ ᡭ స ࡾ ࠾ ࡶ ࡕ ࡷ ࠖ ࠊ ࠕ ᩆ ᛴ ἲ ࠖ ࠊ ࠕ ࡅ
ࡀ ࡸ ஦ ᨾ ᫬ ࡢ ᑐ ᛂ ࠖ ࠊ ࠕ 㞀 ࡀ ࠸ ࡢ ࠶ ࡿ Ꮚ
ࡢ ⌮ ゎ ࠖ ࡀ ࠶ ࡗ ࡓ ࠋ  
 ◊ ಟ ࡣ ࠊ ಖ ⫱ ⪅ ࡢ ㈨ ㉁ ྥ ୖ ࡟ Ḟ ࠿ ࡏ ࡞
࠸ ࠋ ࠕ ಖ ⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠖ ࡢ ಖ ⫱ ⪅ ࡣ ᭷ ㈨ ᱁
ࡢ ᭷ ↓ ࢆ ၥ ࢃ ࡎ ࡟ ά ື ࢆ ⾜ ࡗ ࡚ ࠸ ࡿ ࠋ ࡑ
ࡢ ศ ࠊ ୍ ⯡ ⓗ ࡟ ಖ ⫱ ࡟ ᚲ せ ࡞ ▱ ㆑ ࡸ ᢏ ⾡
㸦 Ꮚ ࡝ ࡶ ࡢ Ⓨ 㐩 ࡸ 㛵 ࢃ ࡾ ᪉ ➼ 㸧࡟ ຍ ࠼ ࡚ ࠊ
୍ ᫬ 㡸 ࠿ ࡾ ࡜ ࠸ ࡗ ࡓ ࠕ ึ ࡵ ࡚ ࡢ Ꮚ ࡝ ࡶ ࠖ
ࢆ ࠕ ึ ࡵ ࡚ ࡢ ሙ ᡤ ࠖ ࡛ 㡸 ࠿ ࡿ ࡜ ࠸ ࠺ ࠊ ಖ
⫱ ᡤ ➼ ࡜ ࡣ 㐪 ࡗ ࡓ ಖ ⫱ ࡢ ▱ ㆑ ➼ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚
ࡶ ᚲ せ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ ࡲ ࡓ ࠕ ಖ ⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠖ ࡀ
ᥦ ౪ ࡍ ࡿ ಖ ⫱ ࡀ ぶ ࡟ ࡜ ࡗ ࡚ ึ ࡵ ࡚ ࡢ ಖ ⫱
⤒ 㦂 ࡜ ࡞ ࡿ ሙ ྜ ࡶ ࠶ ࡿ ࠋ ࡑ ࡢ ࡓ ࡵ ࠊ ࠕ ಖ
⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠖ ࡢ ಖ ⫱ ࡛ ࠊ ぶ ࡀ ಖ ⫱ ࢆ ฼ ⏝
ࡍ ࡿ ࡇ ࡜ ࡟ Ᏻ ᚰ ឤ ࡸ ಙ 㢗 ឤ ࢆ ᣢ ࡘ ࡇ ࡜ ࡀ
࡛ ࡁ ࡞ ࡅ ࢀ ࡤ ࠊ ࡑ ࡢ ᚋ ࡢ ୍ ᫬ ಖ ⫱ ฼ ⏝ ࡟
ࡘ ࡞ ࡀ ࡽ ࡞ ࠸ ሙ ྜ ࡶ ࠶ ࡾ ࠊ ࡑ ࡢ ⤖ ᯝ ࠊ ✚
ᴟ ⓗ ࡞ Ꮚ ⫱ ࡚ ᨭ ᥼ ࢧ ࣮ ࣅ ࢫ ࡢ ฼ ⏝ ࡀ ጉ ࡆ
ࡽ ࢀ ࡿ ࡇ ࡜ ࡶ ⪃ ࠼ ࡽ ࢀ ࡿ ࠋ  
 ྛ ࠕ ಖ ⫱ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࠖ ࡣ ࠊ ⮬ ࡽ ࡀ ⾜ ࡗ ࡚
࠸ ࡿ ಖ ⫱ ࡢ ព ⩏ ࡟ ࡘ ࠸
࡚ ࠊ༑ ศ ㄆ ㆑ ࡋ ࡚ ࠾ ࡾ ࠊ
◊ ಟ ࡢ ඘ ᐇ ࢆ ᅗ ࡗ ࡚ ࠸
ࡿ ࠋ ࡋ ࠿ ࡋ ࠊ ࠸ ࡎ ࢀ ࡢ
ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡶ ᑠ つ ᶍ ࡞ ᅋ
య ࡛ ࠶ ࡾ ࠊ ⊂ ⮬ ࡢ ◊ ಟ
ࢆ ✚ ᴟ ⓗ ࡟ ⾜ ࠺ ࡇ ࡜ ࡣ
㞴 ࡋ ࠸ ࡇ ࡜ ࡀ ㄪ ᰝ ⤖ ᯝ
࠿ ࡽ ࡶ ᫂ ࡽ ࠿ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ
ࡑ ࡢ ࡓ ࡵ ࠊ ዪ ᛶ ㈈ ᅋ ࡢ
ࡼ ࠺ ࡟ ࠊ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ඲ య
࡟ ◊ ಟ ࢆ ⾜ ࠺ య ไ ࢆ ⤌
ࢇ ࡛ ࠸ ࡿ ࡇ ࡜ ࡣ 㛫 ᥋ ⓗ
࡞ Ꮚ ⫱ ࡚ ᨭ ᥼ ࡜ ࡋ ࡚ 㔜
せ ࡞ ࡇ ࡜ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ 
⾲䠐䚷ዪᛶ㈈ᅋ䛜ᐇ᪋䛧䛯ಖ⫱䜾䝹䞊䝥ᑐ㇟◊ಟ఍䛚䜘䜃஺ὶ఍
㻞㻜㻜㻤ᖺᗘ ◊ಟ఍ Ⓨ㐩㞀ᐖ䛾⌮ゎ䛸ಖ⫱䛾䝁䝒
㻞㻜㻜㻤ᖺᗘ ஺ὶ఍ 䛂䛒䛺䛯䛾➨୍༳㇟䜢▱䜛䡚ぢ䛫䛯䛔⮬ศ䛸ぢ䜙䜜䛶䛔䜛⮬ศ䡚䛃䜾䝹䞊䝥䛸䛧䛶άື䜢⥅⥆䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻䠄ヰ䛧ྜ䛔䠅
㻞㻜㻜㻥ᖺᗘ ◊ಟ఍ Ꮚ⫱䛶䛻ᐤ䜚ῧ䛖䛂௒䛾Ꮚ⫱䛶䛃䛂䜋䛳䛣䜚䜹䝣䜵䛃䛷ฟ఍䛖ᛮ䛔
㻞㻜㻜㻥ᖺᗘ ஺ὶ఍ 䛂䇾Ꮚ⫱䛶䇿䜢ᨭ䛘䜛ಖ⫱⪅䛃ಖ⫱⪅䛾ᙺ๭䛻䛴䛔䛶
㻞㻜㻝㻜ᖺᗘ ◊ಟ఍ Ꮚ⫱䛶ᨭ᥼䛸ಖ⫱⪅䛾ᙺ๭䡚Ꮚ⫱䛶ᛂ᥼䛾䝒䝪䡚
㻞㻜㻝㻜ᖺᗘ ஺ὶ఍ Ẽᣢ䛱䛻䜘䜚ῧ䛖ಖ⫱ᐊ䛾㐠Ⴀ䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽䛸஺ὶ䚸᝟ሗ஺᥮
− 67 −
子育て支援における社会資源としての「保育グループ」（２）−「保育グループ」運営の現状と課題−
どもから一時的に離れることが必要となる場合
がある。しかし、この「子どもから離れる」こ
とは特に乳幼児の親にとって、ハードルが高い。
そのハードルを越えて「保育を利用して社会参
加をしたい」と思うことができるようになった
保護者に、保育者がどこまで寄り添うことがで
きるかが重要である。このように目的を見失わ
ず、「保育者に求められること」は何かを常に
問い続け、保育者としていかに答えていくこと
ができるかを学び続けることが、保育グループ
としての質の向上につながるといえる。
　③保育者の資質向上への取り組み
　保育者の資質を高めるために、グループとし
て心がけていることについて、自由記述で回答
をしてもらった。９グループすべてのグループ
から回答があった。結果は表６の通りである。
回答のあった記述を分類すると、「保育を行っ
た後の振り返り」、「グループとして、チームと
しての活動であることの意識化」、「研修等学ぶ
機会への積極的参加」、「市民活動としてできる
こと、できないことの区別」が挙げられる。
　「保育グループ」は市民活動の一つとして存
在している。活動の意義が認められ、地域社会
で認知されるためには保育を依頼する組織や団
体、あるいは地域社会から「信頼できる組織」
として認められなければならない。筆者らの研
究（小池・角張、2013）において、「保育グルー
プ」の立ち上げ要件としても「信頼される組織
づくり」を掲げた。信頼される組織として、そ
の構成員である保育者が信頼に値する存在とな
ることが求められるだろう。そのためには、保
育者一人ひとりの資質を向上することで、組織
としてのグループの資質向上を果たし、地域社
会からの信頼を得ることで、活動の継続が可能
となる環境につなげることができるといえる。
　④研修での課題
　保育者への研修を行う上での課題について記
載してもらった。９グループ中５グループから
課題についての記載があった。
　結果をまとめると、表７の通りであった。研
修を重ねることがスキルアップにつながるとの
認識を持ちつつ（グループ A）、スキルアップ
を強調しすぎることで、保育者として活動する
ことに二の足を踏んでしまうようなことを懸念
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している（グループＣ）ことがわかる。また参
加を促していたとしても、強制はできないため、
結果として参加する人が偏ってしまう現実も挙
げられている（グループＢ）。
　保育者としての知識や技術を保ちつつ、保育
者として活動することへの意欲をどう確保して
いくかが課題となる。
（３）保育グループの運営について
　１）代表として大切にしていること
　グループの運営上、代表者として大切にして
いることについて、自由記述で回答を求めた。
９グループすべてから回答があった。結果は表
８のとおりである。
　結果をみると、①保育は子育て支援という意
識を持つこと、②保育者同士の信頼関係や連携、
③子どもを預ける保護者への配慮、④保育を依
頼する団体・組織との信頼関係、という４つに
分類することができた。
　全体としては、「保育者同士の信頼関係や連
携」を大切にする記述が多くみられた。代表と
して「保育グループ」の運営を維持していくた
めには欠かせないことである。特に保育者同士
のつながりや役割分担、担当する保育回数への
配慮等がうかがえる。保育者一人ひとりが互い
に理解を深め、組織の一員として存在するため
の配慮となっていることがわかる。また「保育
を依頼する側との信頼関係」を大切にしている
記述も見られた。保育者一人ひとりが保育場面
で信頼関係を構築していくこともあるが、同時
に代表として、その責任を果たすことを心がけ
ていることがわかる。
　２）保育者が保育を行う上で、大切にしてほ
しいこと
　次に、保育を行っている保育者に活動を行う
上で大切にしてほしいことについて、自由記述
で回答を求めたところ、９グループ全てから回
答を得ることができた。回答を「子どもに対し
て」「保護者に対して」「保育者として」の３つ
に分類することができた。表９のとおりである。
　カテゴリ「子どもに対して」では、「安全・安心」
を大切に、子どもと向き合い楽しく過ごすこと
としている。子どもにとって、保育の時間は親
と離れて過ごすため、不安な気持ちもあるだろ
う。保育者として、そのような子どもの気持ち
に寄り添いながら、安心できる環境を提供し、
この保育の時間が子どもたちにとってプラスに
なることを大切にしてほしいと願っている。
　カテゴリ「保護者に対して」では、預ける側
の気持ちを理解することを中心とした記述に
なっている。また、子どもに対しての記述と同
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ᅇ⟅ࡢ࠶ࡗࡓ㸳ࢢ࣮ࣝࣉࡢෆᐜࢆグ㍕
ࢢ࣮ࣝࣉྡࡣ౽ᐅୖࡢࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊ௚⾲࡜ࡢᑐᛂࡣ࡞࠸
− 69 −
子育て支援における社会資源としての「保育グループ」（２）−「保育グループ」運営の現状と課題−
様、利用した親が気持ちよく帰ることができる
ことも大切である。
　カテゴリ「保育者として」では、保育者とし
ての心構えに関する記述が中心となっている。
「傾聴・受容・共感」といった対人支援の基本
的な要素があるのと同時に、ただ保育を提供す
るだけでなく、その中から「学び」、「楽しむ」
ことを期待していることもわかる。
　３）グループの運営上、課題と感じていること
　グループ運営上の課題について、自由記述で
回答を求めた。結果、９グループのすべてから
回答を得ることができた。回答を「役職の負担」
「運営の難しさ」「後継者のなり手がない」「保
育者不足」「間接経費の出費」の５つに分類す
ることができた。結果は表 10 のとおりである。
　カテゴリ「役職の負担」及び「後継者のなり
手がない」について、「保育グループ」の運営
を続けていくためには、その中で中核となる役
職が責任をもって役割を担うことが求められ
る。その負担感から、後継者の引き受け手がな
かなか見つからない結果になっている。「保育
グループ」を継続して運営していくために役職
の存在は欠かせないであろう。負担の軽減を図
りつつ、組織を運営していく工夫が必要である。
　また、「間接経費の出費」について、今回対
象となった「保育グループ」は保育利用者の保
育料のみで組織を運営している団体である。そ
のためおもちゃや事務に関する諸経費をどのよ
うに工面していくかが課題となっている。
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䛔䛸ᛮ䛖䚹
㻟
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ࡿ ࡓ ࡵ ࡢ 㓄 ៖ ࡜ ࡞ ࡗ ࡚ ࠸ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ࢃ ࠿
ࡿ ࠋ ࡲ ࡓ ࠕ ಖ ⫱ ࢆ ౫ 㢗 ࡍ ࡿ ഃ ࡜ ࡢ ಙ 㢗 㛵
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ࢆ ᵓ ⠏ ࡋ ࡚ ࠸ ࡃ ࡇ ࡜ ࡶ ࠶ ࡿ ࡀ ࠊ ྠ ᫬ ࡟ ௦
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ࡅ ࡚ ࠸ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ࢃ ࠿ ࡿ ࠋ  
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ࡀ ㈐ ௵ ࢆ ࡶ ࡗ ࡚ ᙺ ๭ ࢆ ᢸ ࠺ ࡇ
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࡞ ࠿ ࡞ ࠿ ぢ ࡘ ࠿ ࡽ ࡞ ࠸ ⤖ ᯝ ࡟
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䞉Ꮚ䛹䜒䛾❧ሙ䛻❧䛳䛶ಖ⫱䜢䛧䛶䜋䛧䛔
䞉Ꮚ䛹䜒䛾Ᏻ඲䞉Ᏻᚰ䜢☜ಖ䛩䜛
䞉Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛻ᚰ䜢㎸䜑䛶ᑐᛂ䛩䜛
䞉Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛸ᴦ䛧䛟㐟䜆
䞉Ꮚ䛹䜒䛻ᐤ䜚ῧ䛖Ẽᣢ䛱䜢ᛀ䜜䛺䛔
䞉ឡ᝟䜢䜒䛳䛶᥋䛩䜛䛣䛸䚸ゝⴥ㐵䛔
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䞉ぶ䛾❧ሙ䛻❧䛳䛶ಖ⫱䜢䛧䛶䜋䛧䛔
䞉⮬ศ䛾⤒㦂䜔⪃䛘䜢ᢲ䛧䛴䛡䛺䛔
䞉Ꮚ⫱䛶୰䛾᪉䛻ඹឤ䛩䜛䛣䛸
䞉ಖ⫱䜢฼⏝䛧䛯᪉䛜Ẽᣢ䛱䜘䛟ᖐ䛳䛶䛔䛯䛰䛡䜛䜘䛖䛻
̬ᏋᎍểẲề
䞉Ꮚ⫱䛶୰䛾᪉䛻ඹឤ䛩䜛
䞉㈐௵䜢䜒䛳䛶ᑐᛂ䛩䜛
䞉ಖ⫱άື䛾୰䛛䜙䚸䛔䜝䜣䛺஦䜢Ꮫ䜉䛯䜙Ꮀ䛧䛔
䞉ഴ⫈䠄ᚰ䜢ྥ䛡䜛䠅䚸ཷᐜ䠄ព࿡䛺䛟ཷ䛡ධ䜜䜛䛣䛸䛷䛿䛺
䛔䠅䚸ඹឤ䠄ྠ䛨ពぢ䜢ゝ䛖䛣䛸䛷䛿䛺䛔䠅䜢ᣢ䛴䜘䛖䛻䛩䜛
䞉䛂Ꮚ⫱䛶ᨭ᥼䛃䛾ᮏ㉁䜢ᛀ䜜䛪䚸ᛂ᥼ᅋ䛻ᚭ䛧䛯䛔
䞉฼⏝⪅䛸䛾᥋䛧᪉䜢኱ษ䛻䛩䜛
䞉ಖ⫱⪅ྠኈ䛷䛾㛵ಀ
䞉䛷䛝䜜䜀ᴦ䛧䜣䛷䜒䜙䛘䜛ಖ⫱䛷䛒䜚䛯䛔
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（４）保育を行う上で日頃感じていること
　最後に自由記述として、保育を行う上で日頃
感じていることについて尋ねた。７グループか
らの回答を得られた。結果は表 11 のとおりで
ある。
　自由記述の結果のうち、「保育グループの運
営」に関連する記述について考察すると以下の
通りである。
　一点目は、子育て環境の変化とそれに伴う保護
者の変化にどのように向き合っていくかである。
保育グループの活動を通して、「育児方法の変化
や、若い親たちの子育てに対する不安など、自分
たちが子育てした時代とは比較できない状況も知
ることができた」「最近は親のニーズも多様で…」
「グループで活動をはじめたころと周りの状況も
変わってきて…」と子育て環境の変化や子育て中
の親への理解を深めている。このような子育て環
境を踏まえた上で、ではいかに「保育グループ」
を運営することが、「保育グループ」が地域社会
の資源として機能することができるかを考えるこ
とを考えている。
　二点目は「保育を受けた後、リフレッシュして、
子どもに向かうことが愛おしくなったり、子育て
が楽しくなるようになってほしいと願います。」
　「お母さんたちの学びが本人のためになり、
子どものためになり家庭に返り、地域にも返す
フィードバックができるようになり、社会に参
画をし、一人の女性として自分を大切にし、子
どももまわりの人も大切にできるようになると
いいなあと思う」といった、保護者に寄り添う
保育であることにつながる記載である。保育グ
ループの活動が「子育て中の親子に寄り添う」
活動であり続けることが運営の継続の根幹であ
るという認識をもっていることがうかがえる。
４．全体考察と今後の課題
１）全体考察
　以上の結果及び考察より「保育グループ」の
活動を継続するために行われている運営・配慮
は以下の２点である。
①保育者間の信頼関係の構築
　「保育グループ」の代表としてその運営で配
慮していることの一つに所属する保育者同士の
つながりが挙げられる。これは保育者に対する
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子育て支援における社会資源としての「保育グループ」（２）−「保育グループ」運営の現状と課題−
研修の内容や、代表として大切にしていること
の結果から明らかとなった。「保育グループ」
が組織として活動を継続していくためには、ま
ず組織を構成するメンバーである保育者同士の
つながりが基盤となる。保育にかかわる情報の
共有や活動の方向性をともに考えることによっ
て、共に信頼できる関係性を構築し、同じ目的
をめざしているメンバーであるとの共通認識を
もつことができるように働きかけていることが
わかった。
②保育者の活動に対する動機づけ
　組織として活動を続けていくためには、その
活動の意義をメンバーである保育者が常に認識
していくことが求められる。「保育グループ」
の代表はその動機づけを保育者が認識できるよ
うな配慮を行っていることがうかがえた。これ
は代表として保育者に受講してほしい研修内容
の結果から考察することができる。保育を利用
する保護者への理解や子育て環境の理解を促す
ような研修を求めている。これは、今の子育て
中の親にとって、「保育グループ」の活動が子
育てを支え子どもの育ちを支えることにつなが
るのだという認識をもってほしいこととつな
がっていく。保育者自身が「必要とされている」
ことを認識することが、活動の維持・継続につ
ながる動機づけを高めていくことといえる。
２）今後の課題
　運営状の課題として「後継者・役員のなり手
不足」がある。活動開始からの年月が経ってい
るグループもあり、保育者の高齢化を心配する
回答もみられた。グループ活動を維持していく
ためには、窓口となり全体のコーディネートを
行う人が必要である。負担が大きいという結果
もあり、この負担をいかに軽減できるか、また
代表として活動を担う動機を次代を担う保育者
たちにどう意識づけることができるかが課題と
なっている。
　今後の課題として、本調査結果から明らかに
なった「保育グループ」の運営・維持の工夫で
ある「保育者間の信頼関係の構築」及び「活動
への動機づけ」をより具体的に展開していくた
めの交流会や研修の持ち方が課題となってくる
だろう。現在行っている交流会や研修の内容を
再度点検していく必要がある。また、こういっ
た運営のノウハウをいかに広めていくかが挙げ
られる。この広がりは、新たに保育グループを
立ち上げようとする団体に広めていくことと、
グループ内における共有として広めていくこと
の二点が挙げられる。横方向への広がりと縦方
向への広がりと言えるだろうか。また縦方向へ
の広がりは、設立から間もないグループに対し
て、活動年数の長いグループからの共有も考え
られる。保育者研修等で、このような情報提供、
共有を進めていくこともこの課題解決につなが
ることが考えられる。
付記
　本研究は平成 23 年度新潟県立大学教育研究
活動推進事業課題解決型研究プロジェクト推進
事業（代表：小池由佳）によるものである。
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